
        第 3 回 さつま町地域ケア研修会 
 

           「最期まで食べられる 
    “元気な口”をつくる」            

～ 普段の暮らしのなかで取り組む口腔ケア ～ 
 
｢食事｣は私たちの人生のなかで大きな存在です。 

美味しいものを食べると幸せな気持ちになり、日々の生活が楽しく元気なものになります。 

｢食べられる口｣をつくり、最期まで自分の口で好きなものを食べることができたら･･･。 

それは誰もが願うことではないでしょうか。 
 
この研修では、40年以上に渡って｢食べられる口づくり｣に取り組んで来た先生から、 

口腔ケアの大切さと、普段の暮らしのなかでできる口腔ケアのポイントを学びます。 

 

【講師紹介】 
 

黒岩 恭子 先生 
(村田歯科医院 院長) 
 

 

和歌山県出身。 

神奈川歯科大学卒業後、1975年に村田歯科医院を開設。 

開業当初から、歯はできるだけ抜かずに長く自身の歯と

付き合っていくことを推奨し、地域で予防重視型の歯科

医療を展開。日常の診療を行うかたわら、平日夜間と土･

日･祝日の多くを、高齢で通院の難しくなった患者宅への

往診や障害者施設･病院･介護施設等への訪問にあてる。

また、忙しいスタッフが安全に口腔ケアを行える道具の

考案に試行錯誤を重ね、球状ブラシ「くるリーナブラシ」

シリーズを開発。 

｢食べられる口づくり｣のために、全国各地を回っている 
 

【開催要項】 
 

H30年1月21日(日) 
 

13：30 ～ 16：30 
 

 クオラリハビリテーション病院 
 

 ｢5階 クオラホール｣ にて開催！ 
(さつま町船木2311番地6) 

  

 ※駐車場は病院敷地内。 
 

 [定員] 200名 
[参加費] 無料

 
口腔ケアに関心のある方、ご家族の介護をしている方、 
医療･福祉のお仕事をしている方…。どなたでもご参加いただけます。 
  

【お申し込みは TEL又はメールで！】 (担当：杉浦･中野･山下) 
 

 TEL：0996-53-0026 
 Mail： mamorie@qoler.jp  
主催： クオラグループ 共催： さつま町役場 
後援： 川薩地区老人福祉施設協議会、薩摩郡医師会、薩摩郡歯科医師会、さつま町社会福祉協議会、 

南日本新聞社 
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